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 第１０章 目標指標と進行管理 

１．目標指標                           

都市計画運用指針においては、「市町村は、立地適正化計画を作成した場合にお

いては、おおむね５年毎に計画に記載された施策・事業の実施状況について調査、

分析及び評価を行い、立地適正化計画の進捗状況や妥当性等を精査、検討すべきで

ある。」と示されています。 

松伏町では、立地適正化計画のまちづくりの方針等を踏まえて、これらの達成状

況を評価する指標と目標値を設定し、本計画を適切に管理していきます。  

（１）都市機能誘導に係る指標 

こどもや高齢者にやさしい暮らしの拠点の形成  

目標指標 

都市機能誘導区域内の誘導施設数 

現況値 

２０２４年度（令和６年度） 

目標値 

２０４５年度（令和２７年度） 

２１施設 ２２施設 

【説明】都市機能誘導区域では、医療・福祉・商業等の都市機能の誘導を目指すため、「都市

機能誘導区域内の誘導施設数」を目標指標に設定します。 

目標値について、現時点で市街化調整区域より都市機能誘導区域内へ、保健センター

の移設を予定しています。 

 

 

【参考】現状の施設数 

都市機能区分 現況施設 

介護福祉機能 通所系施設 １施設 

子育て機能 
学童保育施設 ２施設 

児童館 １施設 

商業機能 

スーパーマーケット ２施設 

ドラッグストア ３施設 

コンビニエンスストア ２施設 

医療機能 診療所 ４施設 

金融機能 
銀行・信用金庫等 ３施設 

郵便局 １施設 

教育・文化機能 
文化ホール １施設 

図書室 １施設 
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（２）居住誘導に係る指標 

誰もが安全で快適に暮らせる住環境の形成  

目標指標 

居住誘導区域内の人口密度 

現況 

２０２０年度（令和２年度） 

目標値 

２０４５年度（令和２７年度） 

７７.２人/ｈａ ６０．０人/ｈａ 

【説明】居住誘導区域では、区域内の人口密度の推移を評価していくことが効果的と考え

られるため、「居住誘導区域内の人口密度」を目標指標に設定します。 

目標値について、社人研による将来推計人口では今後も人口減少が進んでいくも

のと想定されていますが、本計画による誘導施策を講じることで、人口密度の減

少率を緩やかにしていきます。 

現況値：１９,２７０人÷２４９.６ｈａ＝７７．２人/ｈａ 

目標値：２０,５８６人（社人研２０４５年（令和２７年）推計人口）×６８．２％（総

人口に占める居住誘導区域の人口の割合）＝１４,０３９人 

    １４,０３９人÷２４９.６ｈａ＝５６.２人/ｈａ 

社人研の推計値を用いると５６.２人/ｈａと算出されますが、都市計画運用指針

では、土地利用密度の低い地域においても住宅用地の人口密度は６０人/ｈａ以上

とすることを基本とすることが望ましいとなっていることから、本計画による誘

導施策を講じることで６０人/ｈａ以上とすることを目指します。 

 

 

防災に関する目標指標 

 

現況 

２０２２年度 

（令和４年度） 

目標値 

２０２８年度 

（令和１０年度） 

マップーメール（防災）の登録者数 ２,８００人 ３,４００人 

【説明】「自助」の意識向上を目的に啓発を図り、多くの方に町の情報を発信できる

ようにするため、登録者数を増加させることを目標とする。 

防災リーダーの認定人数（応急手当等の

講習受講者数含む） 
６３人 １２０人 

【説明】防災の基礎知識の取得と、地域のリーダーの育成のため、防災リーダー講習

会を開催し、リーダーの認定人数を増加させることを目標とする。 

 

避難所開設訓練の実施回数 未実施 １０回／累計 

【説明】町民自らが避難所を開設できるよう、継続的に訓練を行うことを目標とする。 

 

自主防災組織の組織率 ７２％ ８０％ 

【説明】「共助」の意識の向上を図り、自主防災組織の設立を推進し、組織率を向上

させることを目標とする。 

※防災に関する目標指標については、松伏町第６次総合振興計画の成果指標を準用し

ており、総合振興計画の改定に合わせて防災に関する目標指標も改定します。 
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（３）公共交通に係る指標 

活気とにぎわいを生み出す公共交通ネットワークの整備・充実  

目標指標 

バス路線の徒歩圏人口カバー率 

現況 

２０２０年度（令和２年度） 

目標値 

２０４５年度（令和２７年度） 

７８．７％ 維持 

【説明】公共交通に関しては、本町の実情に合ったサービスのあり方を検討しながら、

持続可能な地域公共交通の充実を目指すため、バス路線の徒歩圏（バス停よ

り３００ｍ以内）人口が総人口に占める割合として、「バス路線の徒歩圏人口

カバー率」を目標指標に設定します。 

ただし、今後の新市街地形成拠点の整備状況や松伏町地域公共交通活性化協

議会における協議等を踏まえ、適宜、目標指標の見直しを行います。 

現況値：国土数値情報令和２年２５０ｍメッシュ人口（社人研令和２年人口で按分２

６,９４０人）に、バス路線の徒歩圏データを重ねてＧＩＳによる解析で算出

した徒歩圏人口（２１，１９１人）の割合 
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２．進行管理                           

松伏町立地適正化計画は、短期間で実施するものではなく、長期的に進めていく

必要があります。その間、町の人口推移や社会経済情勢など、町を取り巻く環境が

変化することから、本計画の推進にあたっては、ＰＤＣＡサイクルに基づき、計画

の評価、見直しを進めるものとします。概ね５年ごとに目標指標の達成状況や施策

等の進行状況の評価・検証を実施するとともに、必要に応じて計画の見直しを行い

ます。また、計画の見直しにあたっては、関係分野の専門家等の意見を伺いながら、

計画の改定を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立地適正化計画におけるＰＤＣＡサイクル 

 

PLAN（計画） 

・計画策定 

DO（実施） 

・届出制度の運用 
・誘導施策の実施 

CHECK（検証）  

・人口推移の確認 
・誘導施策の取組状況の

確認 
・目標指標の検証 

ACT（改善） 

・計画の見直し 
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